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28日, 30日に予定されておりました次の講義は,講師の御都合により中止になり
ました｡ また,報告者は全て当支部員です｡
｡液晶の構造 と相転移 都立大理 小 林 謙 二
｡単結晶におけるⅩ線回折現象とその応用 東 大 工 高 良 和 武
遷移金属のバン ド構造 と磁性






Ⅹα法は孤立原子でExa-EHF となるようにaを選ぶ方法で, Kohn-Shamは a-
の場合に当っている｡
バンド計算の方法には, WS法, OPW法などがあるが,そのうちの偽ポテンシャル
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勉が存在する｡以下, 1)空間に孤立 した単原子と, 2)結晶内に 配列 した原子 を可
視化する場合の結像の原理についての概要を述べる｡
1. 単原子の電子顕微鏡像
電子顕微鏡像の分解能 dは,絞 りによる回折収差 と レンズの球面収差とを考慮 し1
て,bptimumなレンズの開き角 aopt(-1･13(i/cs)4)に対 し
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